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本当に神奈川は住みやすいのか
あなたの納めた税金を
「生まれて・育って・住んで良かった」
誇りある神奈川に。
今日より明日はきっといいことがある。
住み続けたい神奈川を目指して。

住み続けたい街
麻生区のために

石川ひろのり

約1兆8千億円の31年度一般会計予算案。
県税の使い方を考える。

生活密着施策に重点
　31年度は保育の無償化に約140億円、子育て支援に約487億円、支援を必要と
する子ども・家庭への取組みに約808億円が計上されています。具体的には３～
５歳児の認可保育所・幼稚園等は無償、認可外保育施設は月３万７千円まで無償
となり、他、短時間勤務保育士の雇用
支援、生活困窮世帯の子ども支援、認
可外保育施設の指導強化などが挙げら
れます。この４年間、一般質問等で子
育て環境の整備を提案し続けて参りま
した。今後もこれら取り組みに一層尽
力して参ります。

自転車保険加入義務化
　平成29年、麻生区でスマホ操作中の自転車と歩行者が衝突した死亡
事故が起きました。自転車保険についても、かねてよりかながわ民進
党（当時）では施行に向けた取り組みを行うよう質疑を重ねて参りま
した。加害者側に高額の賠償が求められることも踏まえ、県では今年
10月より自転車保険加入義務化の条例を施行する予定です。
　その他、信号機等の計画的な整備や道路標示の緊急補修、防犯カメ
ラ等の導入に向けた取り組みを行っています。今後も神奈川に、麻生
区に住んで良かったと実感できる街づくりを皆さんと一緒に進めてい
くために、県税の使い方を提案して参ります。皆さんのご意見・ご要
望をお寄せ下さい。

【介護・医療】
　介護・医療・児童関係費は約3,817億円と前年比５.４％の増額となってい
ます。団塊の世代が後期高齢者になる2025年を見据え、約1,005億円の予
算を配し、高齢者自ら参加して、地域で包括的、継続的な支え合いを行う地
域包括ケアシステムの深化・推進に向けて、介護施設等の整備や介護従事者
の確保のための事業を実施するとともに、総合的な認知症施策を進め、高齢
者が住み慣れた地域で安心して暮らすことのできる体制を整備するとしてい
ます。

【安全で安心な街づくり】
　約850億円の予算を配し、県民の生命、身体及び財産を守る「災害に強いか
ながわ」をつくり、地域防犯力の強化や、消費者被害などの未然防止と救済、
県民と一体となった交通安全運動・対策等を実施することにより、犯罪や事故
のない安全で安心なまちづくりを推進するとしています。具体的には道路、橋
りょう、港湾等の整備による緊急輸送体制の確保等に約202億円、道路利用
者の交通の安全と円滑な交通環境を確保するため、信号機など交通安全施設を
計画的に整備・交通環境の構築推進に約37億円の予算が組まれています。

　神奈川県議会は2月13日から3月15日（31日間）まで、平成31年第1回定例会が開催されています。この定例会では
平成31年度予算が審議されています。昨秋、約600億円の財源不足という厳しい状況と発表されましたが、税収を上方修
正しても440億円の不足となり、最終的に30年度財源を繰り越すなどの対応でなんとか予算編成がなされています。

徹底的に
現場主義

衆議院議員
りゅう ゆうじ こ

笠ひろふみ こばりか子川崎市議会議員 川崎市議会議員あまがさ裕治

私の麻生区担当秘書を務めた、石川
ひろのりさんは真面目でまっすぐ。
民間企業約20年、秘書経験を8年間
積み、「徹底的に現場主義」をモッ
トーに県議会議員として4年間、県に
対し地域の声を訴えてきました。
これからも石川ひろのりさんと連携
を取って課題に取り組んでいきます。

「地下鉄延伸の」公約を達成早期
開業に向けて取り組みます
新百合ヶ丘～新横浜27分、新百
合ヶ丘～関内４6分接続
石川ひろのりさんと県政・市政の
課題について緊密に連絡を取り
合って解決に取り組んでいます。

女性や若い世代の方にとり政治
は遠い存在に思われがちですが、
特に市政はゴミや町づくり、教
育等みなさんの身近な課題に大
きく関わっています。専業主婦
だった私がみなさんと同じ視点
で改革に取り組み発信すること
が私の役割だと考えています。

平成31年度一般会計当初予算案 （注１）円グラフ中の金額は、表示単位未満切り捨てのため合計と符号しないことがある。
（注２）円グラフ中の構成比は、小数点第２位を四捨五入しているため合計と符合しないことがある。

（歳出性質別予算）
政策的経費
3,283億円（17.9%）

人件費
5,160億円
（28.2%）

介護・医療・
児童関係費
3,817億円
（20.9％）

税交付金等
2,286億円
（12.5％）

公債費
2,979億円（16.3％）

その他義務的経費
772億円（4.2％）

その他政策的経費
1,738億円（9.5％）

投資的経費
1,544億円（8.4％）

義務的経費
1兆5,015億円
（82.1%）

（歳入款別予算）

県債  1,582億円（8.6%）

県税
1兆1,853億円
（64.8%）

歳入総額
1兆8,299億円
（100.0％）

繰入金  521億円（2.9％）

その他の県債
532億円（2.9％）

地方譲与税
1,433億円（7.8％）

地方交付税
910億円（5.0％）

その他  820億円（4.5％）臨時財政対策債
1,050億円（5.7％）

国庫支出金
1,178億円（6.4％）

平成31年度当初予算案の使途の状況

人口 9,181,625人
（平成31年１月１日現在 神奈川県人口統計調査）

教育費 44,316円
総務費 33,210円
民生費 30,803円
警察費 21,614円
衛生費 21,260円
土木費 9,973円
その他 38,126円

県民１人当たり
総額

199,302円

歳出総額
1兆8,299億円
（100.0％）

国・県・市が連携して地域の政策課題に取り組んでいます。

月３万7千円まで

無償
住民税非課税世帯は
月４万2千円まで
無償

住民税非課税世帯は

無償無償



石川ひろのり

お名前

ご住所

TELご意見など

再生紙を使用しています。

石川ひろのりの活動への
ご支援（個人献金）のお願い

石川ひろのりの活動にご協力賜りたくご案内させていただきます。なお、寄付は税額控除の対象となりますので、ご相談くださいますようお願い申し上げます。

▼石川裕憲後援会　【郵便局】払込取扱票にて（口座番号 00200-7-52777）　【銀行】三井住友銀行 新百合ヶ丘支店  普通  口座番号 6902358

ボランティアスタッフ募集 石川ひろのり事務所では随時ボランティアスタッフを募集しています。広告用チラシ折り、ポスター掲示、街頭演説のお手伝いなど短時間
でもかまいません。皆様のご支援とご協力をお待ちしています。 ▼連絡先：TEL 044-455-6611

石川ひろのりへの
ご意見・ご質問をお待ちしております。

FAX 044-455-6614

1968年11月3日生まれ　横浜市出身。旅行会社、飲食業を約20年間経験。「行政とはサービス業である」との言葉に感銘を受け、37歳で衆議院議員岩國哲人
事務所へ転職。その後、参議院議員公設秘書を経て、政策秘書資格を取得し参議院議員政策秘書を務める。衆議院議員 笠ひろふみ秘書を経て、2015年4月神奈川
県議会議員に初当選。麻生区在住。引きこもり支援相談士。
趣　　　味：ジョギング（湘南国際マラソン大会５年連続出場中。自己べスト記録 3 時間29 分28 秒）　　家族：妻、子供一人
好きな言葉：「石の上にも３年」初めて社会人になる時に父親から言われ「どんなに苦しくても耐えること。そこで初めて全体が見える」という言葉を今でも忘れない。

　私は約20年サラリーマンを経験し、その経験を政治の場に活かしたいと考え、秘書経験を8年積んだ上で2015年県議会議員に初当選させて
頂きました。秘書経験の中で、多くの方とお話をさせて頂き共通する話は「皆さんの声が政治の場に届いていないという不信感」でした。私は、
この想いを忘れず「徹底的に現場主義」を信条として、現地・現場で「見る」「聞く」「話す」ことにより、1期4年の議会活動の中で、県の取組み
に対して提案を続けてきました。今後もこれらの経験を活かし、そしてマラソンの時のように粘り強く皆さんの声を政治の場に届けていきます。

プロフィール

課題
要望

報告 提案

石川ひろのり 4年間の活動報告

子育てを応援
　「病児保育問題」「休日保育の取組みについて」「保育士確保」など、
女性の社会進出、ひとり親家庭の増加に伴うさまざまな問題につい
て質問。保育事業の充実が求められる今、働く親にとって子どもを
安心して預け、育てられる環境づくりを強く要望してきました。
………………………………………………………………………………
教育支援
　「貧困の連鎖を断ち切るための若者の就労に向けての支援」「県立
高校クリエイティブスクールへのスクールキャリアカウンセラー配
置」等について質問。家庭環境の複雑化や経済的困窮家庭の若者に
対して貧困の連鎖を断ち切り、就労や進学など将来に希望を抱ける
ように県が支援する体制をつくるよう要望してきました。
………………………………………………………………………………
高齢者世代を支える
　「買い物弱者対策」「民生委員の担い手確保について」等質問。高
齢者の単身世帯化、公共交通の貧弱化、免許返上などの理由による
日常生活の不便を解消すべく「買い物弱者対策」について各市町村
との連携、支援を要望してきました。また、単身高齢者らを支える
「民生委員」の人手不足解消に向けて、県には積極的に新たな担い
手を増やす取り組みを要望してきました。
………………………………………………………………………………
横浜市営地下鉄３号線延伸
　2015年の初当選以来要望しつづけてきた「横浜市営地下鉄３号
線のあざみ野駅から新百合ヶ丘駅までの延伸」が、2030年ごろの
開業を目指す方針で固まりました。実現すれば沿線の活性化につな
がり、新駅周辺のまちづくりにも弾みがつきます。今後も早期実現
に向けて尽力して参ります。

議会活動議会活動
地域要望
　岡上駐在所前「歩行者用信号機の設置」、はるひ野駅付近
「止まれ標識設置」、日吉ノ辻交差点「時差式信号に変更」「百
合丘駅前信号機　渋滞対策」など、地域のさまざまなお困
りごとやご要望を解消すべく、現地調査、解決に向けた話
合いなどを行ってきました。
……………………………………………………………………
地域行事
　伝統行事である「流鏑馬」や「どんど焼き」、「あさお区民まつ
り」では実行委員会顧問として行事に参加させていただきまし
た。その他多くの地域行事の中で、直接皆さまからたくさんの
お声を伺うことができました。これからも安心・安全な街づくり
の為、皆さまのお声を政治（議会）の場へ届けて参ります。

地域活動「地域の声を政治の場へ」　地域活動「地域の声を政治の場へ」　

議会レポート、タウンニュースのバックナンバー・
委員会質問など詳しくはHPまたはFacebookにてご覧いただけます。

　地域の皆さまに、直接、議会の報
告をする為に、この4年間麻生区内
の各駅にて通勤・通学時間帯を中心
に、県議会レポートをお配りしなが
ら街頭活動を行って参りました。

議会の報告を地域の皆さまへ議会の報告を地域の皆さまへ

　秘書時代、「地域の声が政
治の場に届いていない」と
いうお話を皆さまから伺っ
たからこそ、県議会で石川
ひろのりが何を質疑し、知
事や行政の回答はどうだっ
たのかを皆さまにしっかり
とお伝えしたいという想い
で、4年間で通常版16号お
よび特別号7号、合計23号
の県議会レポートを作成し
て参りました。今後もこの
想いを大切に、県議会レ
ポートを発行して参ります。

県議会レポート県議会レポート
石川ひろのり
神奈川県議会議員

県議会レポート

県議会控室

石川ひろのり事務所

http://www.hiro-ishikawa.jp/

プロフィール
1968年11月3日生まれ 横浜市出身。旅行会社、飲食業を約20年間経験。「行政とはサービス業である」との言葉に
感銘を受け、37歳で衆議院議員岩國哲人事務所へ転職。その後、参議院議員公設秘書を経て、政策秘書資格を取得し
参議院議員政策秘書を務める。引きこもり支援相談士。2015年県議会議員選挙初当選。麻生区在住。
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県政
刷新
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vol. 7

　昨年度に引続き、本年度も神奈川県庁で「平成
29年度予算・施策に関する要望書」を県議会第２
会派かながわ民進党神奈川県議団の一員として黒
岩知事へ提出しました。本年度は、諸団体・各市
町村からヒアリングを行い、重点要望９本、委員
会別要望105本、そして110本を超える地域要望
を提出。その中で、麻生区の皆さまから地域要望
として頂いております「横浜市営地下鉄３号線の
あざみ野駅から新百合ヶ丘駅までの延伸工事を早
期に進めること」等について要望をいたしました。
地下鉄延伸については、９月の一般質問でも取り
上げ「住民ニーズはもちろん、県内回遊性を促す
ためにも、沿線市と連携し魅力あるまちづくりに

取り組むべきである。具体的には、県として応分
の費用を負担し、早期開業に向けて取り組むべき
ある」と申し上げました。
　私は延伸と同時に、新百合ヶ丘駅周辺の活性化
はもちろんのこと駅南口・北口の再構築をするこ
とによって、特に週末の駅周辺の渋滞緩和対策な
ども合わせて進めていくことが重要であると考え
ております。今後も粘り強く県に対して要望して
参ります。また、ご要望の多い麻生区の安心・安
全な街づくりについても「はるひ野駅前交番設置」
など、県行政に対して今後もしっかりと皆さまの
声を届けて参ります。皆さまのお住まい地域のご
意見・ご要望をお待ちしております。

「横浜市営地下鉄３号線 新百合ヶ丘駅延伸」
「交番設置」等の要望を提出「横浜市営地下鉄３号線 新百合ヶ丘駅延伸」
「交番設置」等の要望を提出
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本当に神奈川は住みやすいのか
あなたの納めた税金を
「生まれて・育って・住んで良かった」
誇りある神奈川に。
今日より明日はきっといことがある。
住み続けたい神奈川を目指して。

プロフィール
1968年11月3日生まれ 横浜市出身。旅行会社、飲食業を約20年間経験。「行政とはサービス業である」
との言葉に感銘を受け、37歳で衆議院議員岩國哲人事務所へ転職。その後、参議院議員公設秘書を経て、
政策秘書資格を取得し参議院議員政策秘書を務める。引きこもり支援相談士。2015年県議会議員選挙
初当選。麻生区在住。

県政
刷新

住み続けたい街
麻生区のために

石川ひろのり

「病児保育問題」と
「保育士確保について」
　　 私が平成28年２月の本会議にて「病児
保育問題」について質疑を行い、県は市町村
に対して「病児保育の課題」について調査を
するとの答弁があった。どのような課題が
あったのか。
…………………………………………………………
　　　　「稼働率が低いことや当日キャンセ
ルなどもあり採算が合わない」「病児保育のた
めの看護士・保育士の確保が難しい」との課
題があった。
…………………………………………………………
　　 その課題は以前から言われている。であ
れば、県医師会や病院協会、医療関係諸団体
に対して協力を仰ぐべきである。また、看護
士の離職防止や就業促進のために医療施設が
開設している院内保育施設と病児保育施設と
の連携をする施設を増やすよう働きかけをし
ていくべきである。
…………………………………………………………
　　　　「現在補助制度があり127施設のう
ち２施設の利用がある。今後、この補助制度
を周知徹底することで、連携する施設を増や
していきたい。」また、保育士確保について
は、県内に就職する保育士を増やすため県が
特区として行っている「地域限定保育士試験」
があり、前回の合格者1,330人のうち、実際
に県内で勤務した方、したい方は262人だっ
たとの報告があり一定の評価をしている。
…………………………………………………………
　　 「地域限定保育士試験」の大きな目的と
意義は、県内で勤務する保育士さんの数を増
やすことだと私は思う。待機児童対策のため
に保育園の開園は続いている。保育園を運営
する現場との温度差があるのではないか。
1,330人に対し262人という評価は甘すぎ
る。保育士の確保については少なくとも５～
６年前から議会で質疑が行われてきた。待機
児童の問題については、それ以前からずっと

質疑が行われてきたにも関わらず、県からは
「対策を進めている」との答弁が繰り返され
ている。本当に大丈夫なのか。行政は結果責
任が求められる。県民に対して対策ではなく
結果で表していただきたい。
…………………………………………………………
　　　　保育士の確保は今後も厳しい状況が
続くと考えている。今後も、特区を使った
「地域限定保育士試験」を行うこと、潜在保
育士の復職を支援、保育士の就労環境を整え
ることなどのあらゆる工夫をしながら、神奈
川で働きたい、働き続けたいと思っていただ
けるよう保育士の確保に努めていく。
…………………………………………………………
　　 働く親にとって、待機児童の問題、子
どもが病気になったときの対応は深刻な問題
である。子どもを保育園で預かってもらえな
い、しかし、親は仕事にいかなければいけな
いと二者択一を迫られる状況が数多くある。
また、待機児童の問題も以前から言われ続け
ている。その根本である「保育士さんの確保」
は大きな課題である。県は子育て応援をしっ
かりとしていくのだという姿勢を積極的に進
めていただき、全力を注いでいただきたいと
強く要望する。
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
神奈川県のグローバル教育について
　　 神奈川県でバカロレア※教育を進める中
で、公立高校、私立高校ともに支援をするの

であれば、それぞれがしっかりと役割分担を
するべきである。どうしても危惧されるの
は、このバカロレアという英語教育のレベル
の高さゆえ、帰国子女やごく限られた生徒し
か選択できないのではないかということであ
る。私立高校においては、それぞれの学校の
特色として独自性を生み出してもらいたい
が、県立においては、普通に中学に通ってい
る生徒をどのように受け入れていくのか。ぜ
ひ公私の垣根を超えてこのバカロレア教育に
ついて連携を進めていただきたい。
…………………………………………………………
　　　公立高校でバカロレア認定校を目指す
意義は、社会の様々な情勢や時代のニーズに
こたえて高校生に多様な教育の場を用意する
ことが公教育の役割と考える。また、神奈川
の子どもたちに、幅広い進路の選択と学習の
機会を提供していくこと。そして、国際バカ
ロレア認定校の成果を横浜国際高校だけでは
なく、県内の県立高校あるいは市立高校、
そうした県内全体に広げていくことによっ
て、県立高校におけるグローバル教育のレベ
ルアップを図っていく。決して一学年一
コース25名のためのバカロレアではなく、
県立高校で学ぶ生徒全員が恩恵を受けること
ができることだと考える。
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
その他、ラグビーワールドカップ2019と
観光振興について質問しました。

石川ひろのりの主な質問

石川

石川

石川

県民局長

担当課長

担当課長

石川

石川

教育長

徹底的に
現場主義 石川ひろのり予算委員会に登壇

※バカロレア：世界共通の大学入試資格とそれにつながる小・中・高校生の教育プログラム

…………………………………………………………………………… ………………………………………………………………………………

タウンニュースタウンニュース
　「地域の声」を伺い、議会で質疑を行い、その結果を駅頭・
街頭活動、議会レポートなどを通じて報告をする。このことが
議員としての責任であると私は考えます。そして、より多くの
方に議会のご報告を知っていただくために、タウンニュースへ
4年間で22回の寄稿を続けてきました。地域行事へ参加の
際には、記事を読んでいただいた方よりご意見などを伺う機
会も幾度となくありました。そして、そのご意見をまた政治の
場に届ける。この繰り返しを続けることによって、地域の皆さ
まが「今、行政に行ってほしいこと」と「行政が進めたい事業」
のすれ違いが減っていくのではないでしょうか。だからこそ、
これからも私の信条である徹底的に現場主義を貫きます。

石川ひろのり　御中
広告内容をご確認いただき、ご返送くださいますようお願い致します。番号間違いにご注意ください。

送信日　平成　　年　　月　　日

株式会社タウンニュース社

Tel 044-741-4111  Fax 044-741-4002
小佐野 一樹麻生区編集室

◉限られた日程の中で編集作業を進めておりますので、校正は原則的に 2回までとさせていただいております。3回目以降
の校正は有料になる場合がございます。　◉締切り日時までに掲載内容が確定しない場合、指定された発行日の紙面に掲
載できませんので、指定期日までに必ずご返送くださいますようお願い申し上げます。　◉印刷作業に入りますと内容の変
更や訂正ができませんので、入念なチェックをお願い致します。

7
HY6-1 2010.5.1

掲載日 掲載版 面 サイズ
2017/03/17 麻生区版 10.2cm×4段

原稿内容確認書

□ 訂正ナシ。印刷作業を進めて下さい

□ 訂正有り。タウンニュース社で修正して印刷作業を進めて下さい

□ 訂正有り。確認のため修正した原稿をもう一度送信して下さい

お客様
サイン

平成　　　年　　　月　　　日

店名・電話番号・営業時間等は必ずご確認ください。該当欄にチェックを入れ、ご署名の上期日までにご返送ください

 
 
 
 

Web 掲載項目

▲

弊
社
確
認
欄

出　稿　元 校了 責了　　点 A000648830-0

編集担当者 校正 (1) 小佐野 一樹 2017/03/13 15:02

製作担当者 校了 横田 沙羅 2017/03/14 10:59

「
病
児
保
育
問
題
」
と
「
保
育
士
確
保
」
に
つ
い
て

予
算
委
員
会
で
質
疑

神
奈
川
県
議
会
議
員

　
石
川
ひ
ろ
の
り

かながわ民進党
県政報告vol.10

　私
は
こ
の
３
月
に
開
催
さ
れ

た
予
算
委
員
会
に
お
い
て
、「
病

児
保
育
問
題
」
と
「
保
育
士
確

保
」
に
つ
い
て
質
疑
を
行
い
ま

し
た
。「
病
児
保
育
問
題
」
に
つ

い
て
は
、
平
成
28
年
２
月
の
本

会
議
に
て
質
疑
を
し
、
そ
れ
を

受
け
て
県
は
市
町
村
に
対
し
て

「
病
児
保
育
の
課
題
」
に
つ
い
て

６
月
に
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

県
か
ら
は
調
査
の
結
果
、
病
児

保
育
が
広
が
ら
な
い
理
由
と
し

て
「
稼
働
率
が
低
く
採
算
が
合

わ
な
い
」「
看
護
士
・
保
育
士
の

確
保
が
難
し
い
」
な
ど
の
報
告

が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
に

対
し
私
は
「
県
医
師
会
や
病
院

協
会
、
医
療
関
係
諸
団
体
に
働

き
か
け
を
し
て
協
力
を
仰
ぐ
べ

き
で
あ
る
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　更
に
、
先
の
理
由
の
一
つ
に

挙
げ
ら
れ
た
「
保
育
士
確
保
」

に
つ
い
て
も
質
疑
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
保
育
士
不
足
問
題
に

も
関
わ
ら
ず
、
県
か
ら
は
「
対

策
を
進
め
て
い
る
」
と
の
答
弁

が
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。
県

内
に
就
職
す
る
保
育
士
を
増
や

す
た
め
、
昨
年
か
ら
県
が
特
区

と
し
て
行
っ
て
い
る
「
地
域
限

定
保
育
士
試
験
」
が
あ
り
ま
す

が
、
前
回
の
合
格
者
１
３
３
０

人
の
う
ち
、
実
際
に
県
内
で
勤

務
し
た
方
、
し
た
い
方
は
２
６

２
人
だ
っ
た
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
県
は
こ
の
就
職
者
数

に
対
し
「
一
定
の
評
価
を
し
て

い
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、
本
当
に
保
育
士
は

足
り
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

私
は
「
行
政
は
結
果
責
任
が
求

め
ら
れ
る
。
県
民
に
対
し
て
対

策
で
は
な
く
結
果
で
示
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
強
く
指
摘
し

ま
し
た
。
ま
た
、
東
京
都
は
保

育
士
確
保
に
向
け
て
、
多
く
の

補
助
金
を
支
出
す
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
が
、
県
は
「
補
助

金
競
争
で
は
な
く
、
創
意
工
夫

で
保
育
士
を
確
保
す
る
」
と
し

て
い
ま
す
。
創
意
工
夫
と
は
具

体
的
に
何
で
し
ょ
う
か
。
本
当

に
保
育
士
を
確
保
し
、
か
ね
て

か
ら
続
い
て
い
る
待
機
児
童
問

題
の
解
消
に
つ
な
が
る
の
で
し

ょ
う
か
。
今
後
も
議
会
に
て
し

っ
か
り
と
指
摘
し
、
よ
り
安
心

し
て
子
育
て
が
で
き
る
神
奈
川

を
目
指
し
ま
す
。

石川ひろのり
事務所

麻生区百合丘1-5-4
米山ビル202

☎044・455・6611
1044・455・6614
http://www.hiro-ishikawa.jp

県政へのご意見・
ご要望はこちらまで

つ
い
て
は
、

少
な
く
と
も

５
、
６
年
前

か
ら
議
会
に

て
質
疑
を
さ

れ
て
い
る
に

1968年11月3日生まれ／横浜市出身
／サラリーマンを約20年経験／参議
院議員政策秘書、衆議院議員  笠ひろ
ふみ秘書など経験／麻生区在住

石川ひろのり

石川ひろのり　御中
広告内容をご確認いただき、ご返送くださいますようお願い致します。番号間違いにご注意ください。

送信日　平成　　年　　月　　日

株式会社タウンニュース社

Tel 044-741-4111  Fax 044-741-4002
小佐野 一樹麻生区編集室

◉限られた日程の中で編集作業を進めておりますので、校正は原則的に 2回までとさせていただいております。3回目以降
の校正は有料になる場合がございます。　◉締切り日時までに掲載内容が確定しない場合、指定された発行日の紙面に掲
載できませんので、指定期日までに必ずご返送くださいますようお願い申し上げます。　◉印刷作業に入りますと内容の変
更や訂正ができませんので、入念なチェックをお願い致します。

7
HY6-1 2010.5.1

掲載日 掲載版 面 サイズ
2015/11/06 麻生区版 10.2cm×4段

原稿内容確認書

□ 訂正ナシ。印刷作業を進めて下さい

□ 訂正有り。タウンニュース社で修正して印刷作業を進めて下さい

□ 訂正有り。確認のため修正した原稿をもう一度送信して下さい

お客様
サイン

平成　　　年　　　月　　　日

店名・電話番号・営業時間等は必ずご確認ください。該当欄にチェックを入れ、ご署名の上期日までにご返送ください

 
 
 
 

Web 掲載項目

▲

弊
社
確
認
欄

出　稿　元 校了 責了　　点 A000502028-0

編集担当者 校正 (6) 小佐野 一樹 2015/11/02 12:27

製作担当者 校了 伊藤 真 2015/11/02 13:08

横
浜
市
営
地
下
鉄
３
号
線
延
伸
の
要
望
を
提
出

神
奈
川
県
議
会
議
員

　
石
川
ひ
ろ
の
り

民主党かながわクラブ
県政報告Vol.3

  

10
月
15
日
、
神
奈
川
県
庁
で

「
平
成
28
年
度
予
算
・
施
策
に

関
す
る
要
望
書
」
を
県
議
会
第

２
会
派 

民
主
党
か
な
が
わ
ク
ラ

ブ
と
し
て
黒
岩
県
知
事
へ
提
出

し
ま
し
た
。
県
内
各
市
町
村
、

諸
団
体
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
、

会
派
と
し
て
議
論
を
行
い
、
ま

と
め
あ
げ
た
も
の
で
す
。
そ
の

中
で
、
麻
生
区
の
皆
様
か
ら
地

域
要
望
と
し
て
頂
い
て
お
り
ま

す
「
横
浜
市
営
地
下
鉄
３
号
線

の
あ
ざ
み
野
駅
か
ら
新
百
合
ヶ

丘
駅
ま
で
の
延
伸
工
事
を
早
期

に
進
め
る
こ
と
」「
新
興
住
宅
地

で
あ
る
は
る
ひ
野
地
域
に
は
る

ひ
野
駅
前
交
番
を
早
期
に
設
置

す
る
こ
と
」
に
つ
い
て
要
望
を

し
ま
し
た
。
地
下
鉄
延
伸
に
つ

い
て
は
、
新
百
合
ヶ
丘
駅
周
辺

の
活
性
化
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

延
伸
に
よ
り
駅
南
口
、
北
口
の

再
構
築
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

週
末
の
同
駅
周
辺
の
渋
滞
緩
和

対
策
な
ど
も
合
わ
せ
て
進
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
引
き

続
き
、
延
伸
に
つ
い
て
県
に
対

し
て
要
望
し
て
参
り
ま
す
。

　は
る
ひ
野
駅
前
交
番
の
早
期

設
置
に
関
し
て
は
、
は
る
ひ
野

５
丁
目
の
開
発
工
事
が
現
在
進

め
ら
れ
て
い
る
中
で
、
工
事
が

完
了
す
る
と
町
内
会
人
口
は
約

８
千
名
と
な
り
ま
す
。
近
接
す

る
稲
城
市
の
若
葉
台
駅
前
交
番

が
管
轄
外
の
た
め
、
栗
平
駅
前

交
番
ま
た
は
麻
生
警
察
署
か
ら

の
出
動
と
な
り
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
到
着
ま
で
時
間
が
か
か

っ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
地
域
か
ら
の
声
が
大

き
い
は
る
ひ
野
駅
前
に
交
番
設

置
を
要
望
し
ま
し
た
。
麻
生
区

の
安
心
・
安
全
な
街
づ
く
り
の

た
め
、
ま
た
ご
要
望
の
多
い
地

下
鉄
延
伸
の
問
題
つ
い
て
、
県

行
政
に
対
し
て
今
後
も
し
っ
か

り
と
皆
様
の
声
を
届
け
て
参
り

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
意
見
・
ご
要

望
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

1968年11月3日生まれ／横浜市出身／衆議院議
員岩國哲人事務所／参議院議員政策秘書／衆議
院議員  笠ひろふみ秘書など経験／麻生区在住

プロフィール
石川ひろのり

石川ひろのり
事務所

麻生区百合丘1-5-4
米山ビル202

☎044・455・6611
1044・455・6614
http://www.hiro-ishikawa.jp

石川ひろのり　様
広告内容をご確認いただき、ご返送くださいますようお願い致します。番号間違いにご注意ください。

送信日　平成　　年　　月　　日

株式会社タウンニュース社

Tel 044-741-4111  Fax 044-741-4002
中島 正裕麻生区編集室

掲載日 掲載版 面 サイズ
2019/02/22 麻生区版 外面 10.2cm× 4段

原稿内容確認書

◉限られた日程の中で編集作業を進めておりますので、校正は原則的に 2回までとさせていただいております。3回目以降の校正は有料になる場合がございます。　◉締切り日時までに掲載内容が確定しない場合、
指定された発行日の紙面に掲載できませんので、指定期日までに必ずご返送くださいますようお願い申し上げます。　◉印刷作業に入りますと内容の変更や訂正ができませんので、入念なチェックをお願い致します。
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店名・電話番号・営業時間等は必ずご確認ください。該当欄にチェックを入れ、ご署名の上期日までにご返送ください
 
 
 
 

Ｗ
ｅ
ｂ
掲
載
項
目

弊社確認欄 校　了 責了　　　点 編集担当者 校正 (1) 中島 正裕 2019/02/18 10:29 製作担当者 製作 (2) 中村 稔宏 2019/02/18 16:34 A000844252-0

お客様
サイン 平成　　　　年　　　　月　　　　日

□訂正ナシ。印刷作業
を進めて下さい □訂正有り。タウンニュース社で修

正して印刷作業を進めて下さい □ 訂正有り。確認のため修正した原稿をもう一度送信して下さい

『
約
１
兆
８
千
億
円
の
31
年
度
予
算
。

県
税
の
使
い
方
を
考
え
る
。』

神
奈
川
県
議
会
議
員

　
石
川
ひ
ろ
の
り

民主みらいかながわ
県政報告vol.22　県議

会
で
は
平
成
31
年
度

予
算
を
審
議
中
で
す
。
昨
秋
、

約
６
０
０
億
円
の
財
源
不
足

と
い
う
厳
し
い
状
況
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
税
収
を
上
方

修
正
し
て
も
４
４
０
億
円
の

不
足
と
な
り
、
最
終
的
に
30

年
度
予
算
を
繰
越
し
て
予
算

を
確
保
し
て
い
ま
す
。

〇
生
活
密
着
施
策
に
重
点

　31
年
度
は
保
育
の
無
償
化

に
約
１
４
０
億
円
、
子
育
て

支
援
に
約
４
８
７
億
円
、
支

援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
・

家
庭
へ
の
取
組
み
に
約
８
０

８
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
３
〜
５
歳

児
の
認
可
保
育
所
・
幼
稚
園

等
は
無
償
、
認
可
外
保
育
施

設
は
月
３
万
７
千
円
ま
で
無

償
と
な
り
、
他
、
短
時
間
勤

務
保
育
士
の
雇
用
支
援
、
生

活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
支
援
、

認
可
外
保
育
施
設
の
指
導
強

化
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
４
年
間
、
一
般
質
問
等

で
子
育
て
環
境
の
整
備
を
提

案
し
続
け
て
参
り
ま
し
た
。

今
後
も
こ
れ
ら
取
り
組
み
に

一
層
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

〇
自
転
車
保
険
加
入
義
務
化

　平成
29
年
、
麻
生
区
で
ス

マ
ホ
操
作
中
の
自
転
車
と
歩

行
者
が
衝
突
し
た
死
亡
事
故

が
起
き
ま
し
た
。
自
転
車
保

険
に
つ
い
て
も
、
か
ね
て
よ

り
か
な
が
わ
民
進
党
（
当
時
）

で
は
施
行
に
向
け
た
取
り
組

み
を
行
う
よ
う
質
疑
を
重
ね

て
参
り
ま
し
た
。
加
害
者
側

に
高
額
の
賠
償
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
も
踏
ま
え
、
県
で
は

今
年
10
月
よ
り
自
転
車
保
険

加
入
義
務
化
の
条
例
を
施
行

す
る
予
定
で
す
。

　その
他
、
信
号
機
等
の
計

画
的
な
整
備
や
道
路
標
示
の

緊
急
補
修
、
防
犯
カ
メ
ラ
等

の
導
入
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も

神
奈
川
に
、
麻
生
区
に
住
ん

で
良
か
っ
た
と
実
感
で
き
る

街
づ
く
り
を
皆
さ
ん
と
一
緒

に
進
め
て
い
く
た
め
に
、
県

税
の
使
い
方
を
提
案
し
て
参

り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
意
見

・
ご
要
望
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

石川ひろのり
事務所

麻生区百合丘1-5-4
米山ビル202

☎044・455・6611
1044・455・6614
http://www.hiro-ishikawa.jp

県政へのご意見・
ご要望はこちらまで

1968年11月3日生まれ／横浜市
出身／サラリーマンを約20年経
験／参議院議員政策秘書、衆
議院議員  笠ひろふみ秘書など
経験／麻生区在住

石川ひろのり県議会控室

石川ひろのり事務所

http://www.hiro-ishikawa.jp/

プロフィール
1968年11月3日生まれ 横浜市出身。旅行会社、飲食業を約20年間経験。「行政とはサービス業である」との言葉に
感銘を受け、37歳で衆議院議員岩國哲人事務所へ転職。その後、参議院議員公設秘書を経て、政策秘書資格を取得し
参議院議員政策秘書を務める。引きこもり支援相談士。2015年県議会議員選挙初当選。麻生区在住。

石川ひろのり

県政
刷新

〒215-0011 川崎市麻生区百合丘1-5-4 米山ビル202
TEL 044-455-6611　FAX 044-455-6614
〒231-8588 横浜市中区日本大通１ 神奈川県庁新庁舎７階
TEL 045-210-7620　FAX 045-210-8911

外国人観光客の誘致事業について
【予算約１億８千万円】

石川】平成28年度観光事業振興費で約３億５千万円が使われて
いる。民間に任せるのではなく、なぜ神奈川県が観光事業に税金
を使うのかしっかりとした県民への説明が必要であると考える。
事業内容の中で、中国・台湾・インドネシアなど外国人観光客誘致
施策にさまざまな施策がなされ約1億8千万円の決算額が報告をされ
ている。この事業でどのくらい方が神奈川県にいらしたのか。
国際観光局】神奈川のプロモーションによってどのくらいの方が
神奈川県に来ていただいたという数字を正確に把握することは
難しい。各国でプロモーション活動を行い継続していくことに
よって、ツアーの造成や神奈川県の認知の向上に繋がると考える。
石川】行政は結果が求められる。県税を使い誘致活動を行うので
あれば、認知度を上げることではなく、何本のツアーを企画し、
そのツアーに何人申込み、神奈川県にどのくらいの観光客が来た
のか把握するべきだと考える。
国際観光局】プロモーションの回数は設定をしているが、具体的
にその効果として何人を神奈川県に来県していただくという設定
はしていない。
石川】県税を使っての外国人観光客誘致に向けた取組みについて
は、県経済への波及効果などを実際に感じることが大切であり、
そうでなければ県民の理解は進まない。来年度も財源不足が懸念
される中、「神奈川県観光客受入環境整備協議会」では、2018年
度から５年間に必要な受入環境整備費が、官民合わせて約188億
円と推計されている。県税を一定程度入れることは理解するが、
一部について受益者負担を求めるべきと考える。今後も、財源
確保に向けた取組みを検討されるよう要望する。

保育士確保対策について
【予算3,000万円】

石川】待機児童の問題について、県から予算委員会等での質疑に
おいて「検討している」や「前向きに進めている」などの答弁が
続いている。しかし保育現場の声を伺うと保育士の確保に非常に
苦労をされている。県では、※潜在保育士確保事業の一環として
「潜在保育士保育料支援貸付事業費」を平成28年度３千万円の予算
で計上をしているが結果はどうであったのか。
県民局】年度途中からの事業であったため、28年度実績は０件で
あったが、29年度は31件の申請が出されている。
石川】「潜在保育士」と言われる保育士は県内にどのくらいの人数
がいるのか。
県民局】 「潜在保育士」という括りでの正確な数値データを持ち
合わせていない。
石川】どのくらいの人数がいるかの把握もなく事業を進めるのは
疑問である。また、特区を使った神奈川限定保育士試験において
も、実際に神奈川県に就職した保育士の正確なデータも把握して
いない。東京都では、保育士の待遇を改善し人材を確保するため、
月額平均４万円以上の補助をしているが、本県では安易な補助競争
は行わないとしている。行政は結果が求められる。神奈川県で働く
メリットをしっかりと打ち出し、環境面やその他の支援について
早急に検討していただきたい。また、保育士確保の方法として
もっと積極的に採用に向けた努力が必要で
ある。受け身の姿勢ではなく県内外から
の採用活動にも尽力していただきたい。
※潜在保育士…保育士の資格を有するもので
あって、保育士として勤務していない者
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使われなかった

県税の使い方は適切か。
平成28年度保育士確保予算3,000万円

駅頭・街頭活動

●2015年Vol.2「生徒のための高校改革を」
●2016年Vol.6「合格なのに不合格!?」高校入試採点ミス検証報告
●2017年特別号5「県民のいのちを守り続ける課題」子育て環境整備・休日保育の取組
●2019年特別号7 「県税について考える」県外部監査も指摘！
　　　　　　　　 環境系財団法人への20年間で63億円の補助金拠出
　　　　　　　　　など、全23号（通常版16号　特別号7号）を発行

バックナンバー

●2015年  7月  Vol.  2「生徒のための高校改革を」
●2016年  7月  Vol.  6「合格なのに不合格!?」高校入試採点ミス問題検証報告
●2016年10月  Vol.  7「神奈川県でオリンピック!?」江の島の将来設計
●2017年  9月  Vol.12「PM2.5発生源は身近なところに」
●2018年  9月  Vol.18「もう他人事ではない防災対策。神奈川県は…」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など、全22号を寄稿

バックナンバー


